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   災害に対する事前準備 
　国リハ研究所障害福祉研究部で災害に関する
研究を開始したのは、河村宏障害福祉研究部長
（当時）でした。厚生労働省障害保健福祉総合研
究事業「災害時に障害者を支援する情報システ
ムに関する研究」（平成13～15年）で、⑴阪神・
淡路大震災では家具と家屋の倒壊による死亡が
８割を超えたことから自助としての事前対策の
必要性、⑵倒壊家屋からの救出の８割は近隣住
民により行われたことから共助体制の確立の必
要性、⑶東海村JCO臨界事故から知的障害者・
自閉症者への放射線被害の周知方法の開発が必
要なことを指摘していました。また、障害者が
助けられる存在でなく、主体的に災害準備を行
う視点を強調しました。
　当時、車椅子利用者、視覚障害者、聴覚障害
者に関する災害準備あるいは災害時対策マニュ
アルはありましたが、知的障害者・自閉症者・
精神障害者に関しては、災害対策は施設職員が
いかに臨機応変に誘導するかに委ねられていま
した。そこで、科学技術振興調整費「障害者の
安全で快適な生活の支援技術の開発」（研究代
表者：山内繁、平成16～18年）では、北海道浦
河町役場・町内会・（社福）浦河べてるの家の協
力を得て、精神障害者が地域防災訓練に参加す
るだけでなく、障害者による自主防災訓練を定
期的に実行し、アクセシブルな電子図書規格
（マルチメディアデイジー）を使って、障害者が
自らマニュアルを作成することを支援しました。
　また、埼玉県川越市の重度自閉症者施設であ
る（社福）けやきの郷における火災訓練と水害
経験を記録に残しました。国際的には、世界情
報社会サミットにおける浦河べてるの家のメン

バー・けやきの郷の理事である重度自閉症青年
の親・米国のアスペルガー協会代表の発表を支
援し、精神障害者と自閉症者への災害時の情報
支援が必要なことの認知を促しました。

   当事者主体の防災活動 
　厚生労働科学研究「災害対策における要援護
者のニーズ把握とそれに対する合理的配慮の基
準設定に関する研究」（研究代表者：八巻千香子、
平成19～21年）では、浦河べてるの家による自
主防災活動と地域との連携についての研究を継
続し、成果をインターネットで公開するととも
に、タイ（プーケット）での防災に関する国際
会議での浦河べてるの家のメンバーの発表を支
援しました。また、この期間に、けやきの郷の
常務理事で日本自閉症協会の出版部長であった
阿部叔子氏の呼びかけで、「自閉症の人のため
の防災ハンドブック」が編纂され、東日本大震
災で活用されました。チリ地震と東日本大震災
では、浦河べてるの家のメンバーは自主避難を
率先して行い、避難経過をインターネットで公
表し、障害者だけでなく地域の状況を全国に知
らせることにつながりました。

   具体的な災害時対策の開発 
　厚生労働科学研究「障害者の防災対策とまち
づくりのあり方に関する研究」（研究代表者：北
村弥生、平成24～26年）と特別研究「障害者の
防災対策とまちづくりの総合的な研究」（研究
代表者：北村弥生、平成24～26年）では、東日
本大震災における障害者に対する災害対策の好
事例を調査・整理し、改めて、事前準備が東日
本大震災で有効であったことを示しました。一

研究所障害福祉研究部　北村弥生

障害者の防災に関する研究

特 集



― 4 ―

会で無理なくできる支援方法を探索しました。
例えば、自主防災組織または町内会に事前に連
絡して防災訓練に継続して参加することで障害
者の地域への周知は進むこと、一次避難所であ
る小学校の体育館の入口の３段程度の段差で車
椅子を持ち上げることや視覚障害者の手引きは
指示や事前研修があれば町民でできること、褥
瘡の心配がある人には携帯用のキャンプベッド
と携帯用エアマットが床圧力の除去においては
有効であること、聴覚障害者に対するアナウン
スの筆記は基本的な伝達事項を事前に準備して
おくことで容易になることを示し、第３次所沢
市障害者支援計画にも掲載されました。
　国際的な動きとしては、国連世界防災会議
（仙台、平成27年３月）で採択された仙台防災枠
組み2015－2030に、障害者に対する配慮の指針
が盛り込まれました。閣僚が参加する本会議で
は、主催者と日本財団が記者会見で約束したア

方、予想を超えた被害と障害の多様性のために、
心身の健康を害する支援者も少なくなかったこ
とも示しました。また、発達障害児・者と家族・
支援者への影響と対策を調査し、発達障害児者
自身が作成し使用する防災教材を開発し、国リ
ハのホームページから公開しました。医療ケア
を必要とする訪問学級在籍者の保護者と担当教
員に対する調査からは、全体的には災害準備は
進んでいないものの、一部の先進事例から有効
な対策の方針を明らかにしました。
　さらに、埼玉県所沢市では、障害者・家族・
ボランティア・市役所（危機管理課と障害福祉
課を中心に関係課）・市社会福祉協議会・町内会
長・民生委員・福祉避難所施設長を対象に勉強
会を開催して、関係者の顔が見える関係を構築
し、情報と意見・課題を共有しています。また、
所沢市地域防災訓練への障害者（視覚、聴覚、
肢体、盲ろう、発達）の参加支援を行い、町内

図１　開発した防災教材

 

 

  
 

＜ラジオ、懐中電灯、ホカロン、カセットコンロ、

缶詰、ウエットティッシュの絵＞ 

 
＜頭にヘルメット、足にはスリッパで足元に

ガラスが割れている図、エレベーターから出

て来る図＞ 

 

＜簡易トイレ JEG：ただし、新聞だけでなく、猫砂、凝

固剤も並べて描いていただきたい。また、同じ図の中に

紙を別に入れる袋をトイレの個室に貼ってある様子、便

袋を入れるポリバケツも描きこんであるとベストです

が、難しいですよね＞ 

 

＜薬と処方箋の図、列にならんでいる白杖をもった人

は前の人の肩に手をかけており、列の先頭には「食

事」と書いた紙が掲げてある図＞ 

 

 
 ３．簡易トイレ（便袋）の準備を 

・ 水洗トイレは断水しても、水を入れてバーを押せば

流れます。ただし、電気スイッチ式やマンションで

排水に電気を使っている場合は、停電すると流れま

せん。 

・ 排泄物を減らして流れやすくするために、紙は流さずに、

別の袋に捨てます。 

・ 便器に中が見難いビニール袋を二重に入れて、新聞 

 紙、猫砂あるいは凝固剤で大便を取り出します。市

販の簡易トイレもあります。 

・ 災害時には、大便は燃えるゴミとして捨てられる場

合があります。ゴミ回収車でビニール袋が破れると衛

生上問題ですから、破れないように、中身がわかるよ

うに区別します。回収されるまでの臭い対策のために

ポリバケツなどで保管します。 

 

 

 

 

４．停電・ガス停止に対する備え 

・ 電池式ラジオ、電池式携帯電話充電機、補聴器電池 

・ 懐中電灯、ランタン、ヘッドランプ、太陽光ランプ 

・ 石油ストーブ、ホカロン、石油、ガソリン 

・ お風呂がわかせないのでウエットティッシュ 

・ カセットコンロで料理 

・ 煮炊きが最小限ですむ食材を備蓄 

・ 電気を必要とする医療機器のために自家発電装置と

燃料やそれがある場所の確認 

・ 冷蔵庫の生ものは腐る前に料理して食べる 

 

 

 

 

 

 

 

５．買い物・配給・移動の注意 
 

・ 薬の備蓄と処方箋 

・ 買い物に手助けが必要な場合は、ご近所に助けを求 

めます。たとえば、自動販売機や塀が倒れたり、道

に亀裂が入ったり、いつもと違う移動方法になると、 

車椅子の人、荷物が持てない人、目が見えない人、

待って並ぶのが苦手な人、見守りが必要な人がいる

家庭では、買い物や物資の入手が難しくなります。 

・列に並ぶ時には、案内の掲示（聴覚障害、発達障

害）、列の場所と移動状況を誘導して知らせること

も有効です（視覚障害、知的障害）。訓練の時に希

望を地域の人に知らせます。 

 

 

 

 

 

６．身を守る 

・ 家具は固定し、地震・竜巻の時に、家の中で安全な

場所を確認し、移動できるようにします。 

・ 地震の時は頭を守り、室内でも靴やスリッパをはき 

 割れたガラスに注意します。 

・ エレベーターは使わずに移動します。エレベーター

の中にいたら、近い階でおります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．外出中に被災したら 

 
・ 家族との連絡方法を複数練習しておきます。171、

メール、ツイッターなどです。 

【外出する時】 

・ １～３日分の薬と、処方箋を持ち歩きます。 

・ 笛、コミュニケーションカードを持ち歩きます。 

・ 長時間、電車に乗る前にはトイレをすませる習慣に

します。 

・ 一晩くらいはすごせる安全な場所の確保を考えます。 

・ 外出中に大地震、火事、雷、津波が来たら、どこに

どう逃げるか考える習慣にします。 

【介助者と外出する時】 

・ 災害時に何を依頼したいか、できるかを確認してお

きます。 

【家族が帰れない時】 

・ 家に残された人（子ども）が、困った時に相談にい

ける近所の人を事前に決め、準備しておきます。 

 

８．近所づきあい 

・ 家が倒壊したり、火事の時に、一番、早く助けても

らえるのは隣人です。直接に助けてもらうばかりで

ラジオ カセットコンロ 

懐中電灯 缶詰 カイロ 

ウェットティッシュ 

＜薬の備蓄と処方箋＞ ＜列に並ぶ時＞ 

頭を保護し足元に注意 近い階で降りること 

＜エレベーター＞ ＜室内＞ 

※便器にセットした 

ビニールに 

猫砂・凝固剤・新聞紙 

のどれかを入れる 

※弁袋に入れた大便は 

フタ付きバケツに，

芳香剤も役立つ 

※使用済みの紙は

ビニール袋へ 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

３．移動の手引き 

・ 車椅子については、階段にスロープをつけます。

10cm程度の段差は傾けて持ち上げられます。 

・ 下り坂は後ろ向きに降りると落下しません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ エレベーターが使えないときは、手動車椅子は２〜

４人で持ち上げられます。電動車椅子は押すと壊れ

ることがあり、100Kg以上になるので持ち上げるのは

危険です。 

・ 車椅子が使えない坂道や高層階では、おぶいひもや

担架を用意しておくと安心です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 人工呼吸器等を使っていると、機器を接続したまま

移動するために、さらに人数が必要になります。何

人で、どうやって移動するのがよいのかは、事前に

考えておきます。その場で考えるのは難しいです。 

・ 視覚障害者には、一歩先を歩き、肘か肩に手を置い

てもらいます。手や白杖（はくじょう）を引っ張る

のは危険です。白杖は前方に障害物がないかどうか

を確認するために使いますので、音をたてたり、左

右に大きく振ることもあり、使い方は人によって違

います。ガイドが女性の場合は身長差があったり、

肘をもつと胸に触れてしまうことがあるので、肩に

手を置くことも多いです。 

・ 多動の場合には、しっかりと手をつないで歩きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．案内・説明 

・ アナウンスは画用紙等に書いて掲示します。聴覚障

害だけでなく、１回で聞き取れなかったり、その場

にいなかったり、記憶し難い人にも有効です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 逆に、文字を読むのが苦手で音声や絵の説明がよい 

  人もいます。視覚障害の人、外国人、子ども、知的

障害や発達障害の人等です。 

・ 視覚障害の人への場所の案内は同行するか、壁伝い

壁やロープ等の目印を用意します。前の人の肩やひ

じに手をかけておくと、列が動いたことがわかりま

す。 

 

 

 

 

 

 

５．トイ ドな

・ トイレに行くのに、視覚障害の人は案内が、車椅子

の人は通路の確保が必要です。

・ いつもと違うトイレの使い方は練習が必要です。絵

  や文章での説明（聴覚障害者，知的障害者，外国

人）、または、口頭での説明（視覚障害者、知的障

害者）が有効です。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 車椅子の人や高齢者は和式トイレが使い難いので、

洋式便座カバーや介助が助かります。仮設トイレに

も洋式はあります。 

※使用済みの紙はビ

ニール袋へ 

 

※便袋はしばって

フタ付きバケツに。

芳香剤も必須。 

 

 

※便器にセットした 

ビニールに 

猫砂・凝固剤・新聞紙 

のどれかを入れる。猫

砂は固まった汚物だけ，

割り箸で取り出します。 

〜在宅の場合～ 

ライフラインが止まっても、環境の整った家に留まる

ことも有効です。そこで、近隣や避難所の人に知って

いただきたい在宅の要援護者への支援方法を紹介しま

す。

１.出口確保・片付け 

・ 家具が散乱すると、屋内でも車いすや視覚障害の人は、

動けません。片付けの手伝いが必要です。

・ まず、家の中で何に困っているか、見に来てください。

２.何が必要か聞く・伝える 

・一般的な支援方法はありますが、個人差や好みがありま

す。何をしてほしいか、何ができるかを、お互いに率直に

言えること、できないときにはどうしたらいいか一緒に考

えることが大事です。

・ 避難所に行ったことを黄色マグネットで知らせる方法が

ありますが、「家で支援を必要としていること」を知らせ

る印（赤いマグネット等）を考えておきましょう。

・「困っていること」を書いてもらい、避難所まで隣人が

持って行き、災害本部に支援者や物資の手配を依頼する仕

組みも有効です。東京都のヘルプカードは参考になります。

避難所は地域の災害支援センタ

ーとして機能することが求めら

れます。

・「お互い様」の一声で、遠慮

が和らぎます。

３．情報
・外に出られないと、外の様子がわかりません。外の様子

を伝えたり、避難所で支援物質が充足したら運んでもらえ

・聴覚障害の人には、広報車や防災無線の音、テレビの放

道の様子が変わった場合は、視覚障害や移動が難しい人

に伝えて、安全な道を選んだり、外出を避けます。

印刷物での連絡は、読み上げたり、録音したり、図にし

たり、解説したりすることも役立ちます。

・役所、支援組織、ボランティア組織に、在宅の要援護者

 

４．運搬 

・ エレベーターが使えないと、ゴミ出しや買い物にも手伝

いが必要になります。

・

５．トイレ 

・トイレの使い方等災害時の特殊な対応は、文字や絵で示

して伝えると聴覚障害や知的障害の人は助かります。視覚

障害の人には、物を触りながら口頭で説明します。

 

・ 排泄物を各自で回収したり捨てる場合には、視覚障

害の人、車椅子の人、知的障害の人は手助けがいる場合

があります。

６．サービス 

・平時に派遣されているヘルパーや事業所・学校が使え

なくなると、サービスの代行が必要です。近所の人や臨時

のボランティアが介助・通訳・家事・保育等を代行します。

・被害が大きい場合には、被災地在住の支援者は支援す

る余裕がなくなります。他県の行政や組織を介して経験豊

かな支援者の派遣を得られるように事前の協定や、被災時

の依頼準備が有効です。

・被災時には、通常の業務を超えた環境の変化や心理的

な動揺への対応も求められますので、支援者に技量と保

障が必要です。経験豊かな支援者の派遣が得られるまで

の間、地域でどんな助け合いができるかも、事前の準備

がよければ充実します。

災害のために片付けや事務手続き等追加される用事

をする間の保育や送迎も助かります。

ライフラインが止まっていない家で、洗濯、入浴、

休憩をお手伝いいただけるのもありがたいです。

【参考資料】

東京都帰宅困難者ハンドブック

http://www.bousai.metro.tokyo.jp/japanese/kitaku_portal/tm

g/pdf/kitakuhandbook.pdf 

2. セイフティネットプロジェクト横浜

http://www.yokohamashakyo.jp/siencenter/safetynet/safetyne

t.html

3.東京都心身障害者福祉センター

http://www.fukushihoken.metro.actokyo.jp/shinsho/saigai/s

aigaimanual/menofujiyuu.html

【製作】 

厚生労働科学研究「障害者の防災対策とまちづくりに関する研

究」（研究代表者：北村弥生 国立障害者リハビリテーションセ国立障害者リハビリテーションセ国立障害者リハビリテーションセ

ンター研究所ンター研究所 kitamura-yayoi@rehab.go.jp）

※弁袋に入れた大便は

フタ付きバケツに，

芳香剤も役立つ

※使用済みの紙は

ビニール袋へ

＜避難所受付＞

※便器にセットした

ビニールに

猫砂・凝固剤・新聞紙

のどれかを入れる
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   残された課題 
　平成27年度からも、障害者の災害対策に関す
る研究を続けています。作成した防災教材を活
用した個人の災害準備を支援するプログラムの
開発と教材の充実、在宅避難を含めた町内会と
の連携の具体化、知的障害者と精神障害者の地
域防災訓練への参加支援に取り組みます。また、
全国の障害者の防災活動の先進事例の集積と研
究成果の国際的な共有も継続する予定です。浦
河べてるの家との共同活動も10年になりますが、
障害者の防災対策が完成したわけではなく継続
が重要です。平時の活動と緊急時の対策の円滑
な移行を目指しておりますので、関係者のご協
力を賜れれば幸いです。
URL://www.rehab.go.jp/ri/fukushi/ykitamura/
kitamurayayoi.html

クセシブルな会議の実践がありました。手話通
訳と要約筆記の配置や講演者への携帯点字ディ
スプレイやDAISYプレイヤーの無償提供など
はNPO支援技術開発機構が主催者の助成金を
得て実施し、国リハからも宮澤典子教官（学院）
が手話通訳者として参加しました。障害者グル
ープは「ドアを蹴破って入ってきたグループ」
と称されながら、新設された障害者のセッショ
ンの企画・実施を事実上担当し、浦河べてるの
家のメンバーを中心とした災害対策の寸劇では、
「地震の原因はあなた（障害当事者）にあるのだ
から逃げてはいけない」という幻聴さんに対し
て、「一緒に逃げよう」と提案して避難する方法
を紹介することで精神障害に特有の困難と対策
が示されました。

図５　世界防災会議　障害者
セッションでの浦河べてるの家メ
ンバーによる寸劇（黄色は幻聴
さん）

図２　体育館前の段差で車
椅子を持ち上げる

図３　携帯用キャンプベッ
ドとマット

図４　画用紙に
マジックでアナウ
ンスを書き留め掲
示する
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　障害者が東日本大震災のような大規模災害を
生き延びるためには、自らの障害に合わせた備
えを日常的に考えておくことが重要です。しか
し、モノの備蓄から、ヒト・サービスの手配ま
で、考えるべきことは多岐に渡り、必要な対策
を網羅することは専門知識の少ない個人には困
難な作業でした。
　そこで、筆者は厚生労働科学研究（厚生労働
科学研究費補助金（障害対策総合研究事業）、研
究課題：「福祉機器の利活用と開発を促進する
ための社会技術基盤の創成」、研究代表者：諏訪
基（国立障害者リハビリテーションセンター研
究所　顧問））の一環として、車椅子ユーザを主
たる参加者とした「障害者の災害対策ワークシ
ョップ」を開催し、障害当事者が災害対策を考
えるために必要なプロセスを分析すると共に、
短時間で自身の身体・生活状況に適合した備え
を把握するためのワークショップキットの開発
に取り組んできました。
　同キットは、ⅰ）日常生活確認シート、ⅲ）
備えのアイテムをイラスト化した付箋紙シール
（写真１）、ⅲ）シールを貼付する備え確認シー
ト、ⅳ）進行マニュアル、の４点から成ります。
これらは、ⅰ）自身の生活機能に適合した備え
の把握、ⅲ）備えの網羅的な確認、ⅲ）現在の
備えの確認と課題の抽出、ⅳ）ファシリテーシ
ョン（進行）の簡略化、という要求機能をそれ
ぞれ実現しています。
　ワークショップは、主に以下の４つのプロセ
スで構成されます。
１�．日常生活確認シートを記入し、自身の生活
活動や介助者の利用度合いを把握
２�．付箋紙シールから現在備えているアイテム

を選択し、備え確認シートに張り付け
３�．進行マニュアルにもとづいた進行役の案内
に従い、備え確認シートに張り付けたカード
の不備やその他の課題をチェック
４�．不備が見つかったカードを備え確認シート
の右側に張り替え、その対策を備えカードか
ら選択
　写真２に示したように、60余りの災害時の備
えをイラスト化した付箋紙シールを張り替える
作業を通して、現在の自身の備えを確認し、不
足しているものをリスト化していきます。
　このキットには、「自助への焦点」と「生活機
能と備えの適合」という２つの特徴があると考
えています。災害対策には、自助・共助・公助
という３つの分類がよく知られています。日常
的に介助者など他者のサポートを利用している
障害者は、共助・公助に頼る部分がどうしても
大きくなりがちです。しかし、自助がおろそか
になっているとせっかくの共助・公助も活かす
ことができません。そこで、我々のワークショ
ップでは、考慮する備えを自分で用意できるレ
ベルに絞り、明日何を備えるかという具体的な
視点で災害対策を考えることにしました。
　また、たとえC５完全麻痺というように障害
の程度が同じでも、必要な備えは生活機能・環
境の違いによって大きく変わってきます。車椅
子が多様な生活状況に適合されているように、
災害への備えも個々の状況に合わせて適合され
るべきという考えから、自身の生活状況の確認
からワークショップが始まります。
　今年度は、同キットを広く普及させるために、
様々な場面でワークショップを開催していく予
定です。例えば、５月の末に東京で開催された

特 集

研究所福祉機器開発部　福祉機器開発室　硯川潤

障害者の災害対策チェックキット
～備えよう！　その時のために～
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とで、具体的な備えのイメージをつかむことが
できたとの感想が多数寄せられ、キットの効果
を確認できました。今後も、より多くの方にこ
のキットを用いたワークショップを体験して頂
くことで、災害対策について考えるきっかけを
提供できればと思っています。

全国頸髄損傷者連絡会の全国総会では、そのプ
レイベントとして、会員を対象としたワークシ
ョップを開催しました。同連絡会には、ヘルパ
ーなどを活用しながら地域社会で自立した生活
を送っておられる方が多く、災害対策にも強い
関心をお持ちでした。チェックキットを使うこ

写真１　付箋紙シールと備え確認シート 写真２　ワークショップの様子
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　自立支援局は、障害者総合支援法に基づき、
指定障害者支援施設として主に身体に障害のあ
る方々が自立した日常生活や社会生活を営むこ
とが出来るように、障害者福祉サービスを提供
しています。障害をお持ちの方々が、災害時に
安全に避難出来るように、避難訓練の年間計画
を策定しています。その内容については、リハ
センター全体で実施している総合防災訓練（年
２回実施）に加え、自立支援局内の年４回の避
難訓練（日中想定：２回、夜間想定２回）、ベッ
ド・床から車椅子への移乗介助訓練、ＡＥＤの
操作訓練、懐中電灯や消火器等の設備点検、救
命講習への参加（今年度は普通救命講習の予
定）が挙げられます。避難訓練の年間計画には、
利用を開始する方に向けての避難訓練のオリエ
ンテーションを適宜実施すること、新任職員に
対しては、宿日直者向けに作成された宿日直者
安全管理マニュアルに基づき、避難訓練のオリ
エンテーションを実施することも含まれていま
す。
　避難訓練を行う目的ですが、まずは利用者の
方々が、避難方法を正しく理解した上で、出来
る限り自分で安全に避難出来るようにすること
が挙げられます。避難訓練は職員主導となり易
いですが、消火器の操作訓練には利用者も参加
する等、避難訓練を出来るだけ身近なこととし
て捉え、主体的に関わってもらえるようにして
います。そして職員側も、避難訓練を繰り返し
行うことで、迅速な避難誘導・検索を習熟させ
ること、また障害に応じた適切な対応方法が取
れるようにスキルアップを図ることが目的とし
て挙げられます。
　自立支援局を利用している方は、車椅子の方、

身体麻痺のため杖歩行している方、聴覚障害の
方、視覚障害の方といったように、障害が多岐
に渡っています。そのため、それぞれの障害特
性に合わせ、出来るだけ自力で避難出来る設備
や環境を整えています。自立支援局には東西に
宿舎が併設されているのですが、例えば肢体不
自由の方が多数利用されている東棟の宿舎では、
階段を使えない車椅子の方や杖歩行の方でも避
難し易いように、ゆるやかな傾斜で設計された
大きな避難スロープがあり、そのスロープを利
用して避難しています。また、聴覚障害の方は
音声放送によって非常事態を把握することが難
しいため、施設内の各所にあるパトライトを点
灯させる、ＯＨＣで避難を知らせる文字情報を
映し出す、就寝時には振動ベッドで緊急事態で
あることを知らせるといった対応を行っていま
す。視覚障害の方については、白杖や懐中電灯
を携帯し、避難場所に設置された誘導鈴に従っ
て避難するといった方法を取っています。
　実際に避難訓練を行う時間帯ですが、日中帯
の災害を想定した訓練の場合は、訓練中と訓練
終了後といったように、時間帯をずらして実施
しています。夜間帯を想定して、宿舎に隣接し
た職員宿舎に居住している職員が駆け付ける訓
練も実施しています。異なる想定時間で訓練を
実施することにより、時間帯による避難誘導体
制の相違を確認し、混乱なく避難出来るよう努
めています。
　では、実際の避難訓練の流れを、簡単にご説
明します。
　まず、あらかじめ災害の状況を想定して、訓
練場所や食堂といったように出火場所を決めて
おきます。実際に非常ベルが発報された後、防

自立支援局　総合支援課　田代　優子

障害者の避難訓練について

特 集
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年度の新たな改善策としては、各居室に加えて
浴室やトイレの入口等に検索札を配置する、避
難誘導や検索の札に行動内容を簡潔に記載する
方法（アクションカードの作成）を取り入れる、
といった工夫を加えたことが挙げられます。ま
た、自立支援局内での緊急連絡網を見直し、夜
間に緊急通報訓練を実施しました。今年度に入
り、去る５月20日に実施した避難訓練時にも、
夜間の緊急通報訓練を実施しましたが、前回よ
りも迅速に連絡網の最後まで回すことが出来ま
した。
　今までに何度となく行っている避難訓練では
ありますが、実施する度に何かしらの新たな発
見があります。一番幸せなのは災害が無いこと
ですが、近年の災害の発生状況からすると、本
当にいつ災害が起こっても不思議ではありませ
ん。「備えあれば憂いなし」です。今後も、更に
気を引き締めて、避難訓練に取り組んでいきた
いと思います。

災センターから出火場所等を知らせる放送が流
れます。職員は、その放送を聞いて、宿舎の入
口にある災害時誘導検索ボードに駆けつけます。
検索ボードには、「避難誘導」と「検索」の札が
あらかじめ貼られています。まず、火元に近い
場所から「避難誘導」の札を取り、次に「検索」
の札を取っていきます。先に「避難誘導」の札
を取った職員が、札に記載された該当フロアを
回って利用者の誘導を行います。次に「検索」
の札を取った職員が、逃げ遅れた利用者がいな
いかを確認していきます。利用者の各居室の入
口には、在寮している場合には名札が掛かって
いるため、誘導時に職員がその名札を回収しま
す。避難後に、避難場所でその名札と避難した
利用者を付き合わせて確認することで、不在者
を把握しています。
　避難訓練を実施した後は、各部署から反省点
を出してもらい、各部署の避難訓練担当者が集
まって振り返りを行い、更に安全に避難するこ
とを目指して改善策を検討しています。平成26

＜誘導検索ボード＞ ＜ＡＥＤの操作訓練の様子＞
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　当センターではアジア太平洋地域に対して障
害とリハビリテーションに関する情報を提供す
るため、リハビリテーションマニュアル（英語
版）を作成して、各国の保健省や関係団体に配
布しています。現在、“災害時の発達障害児・者
支援エッセンス”マニュアルを準備中です。こ
れは、平成23年に発生した東日本大震災の被災
地における発達障害がある子ども、大人に対応
する際に必要な情報をまとめた冊子を、海外の
人々にも活用していただくために英語版で作成
するものです。
　当センターは“障害の予防とリハビリテーシ
ョンに関するWHO指定研究協力センター”とし
ての活動を行っており、その一つとして、東日
本大震災の経験からの学びを通じて、災害時の
障害をもつ人々への支援・対応についてまとめ、
アジア太平洋地域に情報を提供することとなっ
ており、本マニュアルはその活動として行うも
のです。リハビリテーションマニュアルはこの
地域のおよそ30か国以上の国の保健省や障害・
リハビリテーションに関わる団体・機関等に提
供しており、当センターのホームページでも公
開しています。障害当事者・ご家族、リハビリ
テーションや福祉などに従事する方々等に読ん
でいただくよう、イラストや写真を使ってわか
り易くすることを心がけています。提供先の国
では研修会のテキストとしてや障害がある方達
の活動にも使用されています。現在は英語版の
みを作成していますが、英語が公用語でない国
の方々にも内容を理解していただけるように、
その他の言語版の作成も予定しています。
　アジア太平洋地域では皆様もご存知のように、
大きな津波や地震が発生しておりますが、救命

や物理的な被害への対応が優先されがちで、発
達障害をもつ人々への対応に関する情報は希少
な情報ではないかと思われます。本マニュアル
は自然災害を被る太平洋の島々にも送りますし、
被災地の声や日本の行政の役割についても紹介
しているため、当事者の周囲の人々のみならず
行政機関にとっても参考となることを期待して
います。
　このマニュアルのもととなった「災害時の発
達障害児・者支援エッセンス」（以下、「エッセ
ンス」）の内容について概要をご紹介します。
発達障害情報・支援センターでは、平成23年度
に被災地における発達障害児・者のニーズをき
め細かく把握し、ニーズを踏まえた障害福祉サ
ービスを提供することを目的とし、岩手県、宮
城県（仙台市を除く）、福島県を対象に調査を実
施し、276名の回答がありました。この調査から
わかったことが「エッセンス」に掲載されてい
ます。
　たとえば、要援護者名簿に登録した人はわず
か４名で、９割は名簿の存在を知りませんでし
た。
　また、避難所を利用した人は23％で、そのう
ち「福祉避難所」を利用した人はわずか３名に
止まっていました。大勢がひしめき合う一般避
難所の環境は発達障害の人には過ごすのが難し
く、周囲の人に気兼ねして家族の心理的負担も
大きいことがわかりました。
　「偏食があり、配給や備蓄の食料が食べられ
なかった」、「見守りが必要なため、家族が配給
の受け取りや、買い物に行けなかった」など発
達障害のある人特有の困難さも明らかになり、
災害時の物資の配給内容や方法に検討が必要な

特 集

企画・情報部

災害時の発達障害児・者への支援に関する
海外への情報提供
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ダウンロードしてご覧いただき、防災・減災に
向けた取り組みに活かしていただけると幸いで
す。

発達障害情報・支援センターが発行し、日本全
国に配布している“支援エッセンス”をもとに英
語版マニュアルを作成している

ことも明らかになりました。
避難所や家庭だけでの生活が長く続くと、生活
再建の遅れや心身の状態の悪化につながります。
「学校が始まるまでは１人にすることはできな
いので、親は仕事に就けませんでした」、「日中
一時支援が４月１日から再開してくれて助かり
ました」との回答から、学校や施設、職場が早
期に再開されることが切望されていたことがわ
かります。
　そのほか災害時の心のケア、ストレスへの対
処方法についてや、災害時の情報発信に関して
の分析結果も掲載されています。
　発達障害情報・支援センターが東日本大震災
直後の３月にホームページに掲載した「被災地
で発達障害児・者に対応されるみなさんへ」と
いう記事が再掲されています。災害時に必要な
情報がコンパクトに概観できるものでリーフレ
ット版は避難所にも配布されました。
　「エッセンス」は発達障害情報・支援センタ
ーのホームページで見ることができます。是非、


